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ＢＰプロジェクト発足から4年目を迎えて

 福岡教育大学　　　　　　　　　　　

 教育学部教授・教育総合研究所副所長

 大　坪　靖　直

　我が国のいじめ問題の根本的な克服に寄与するため，平成 27 年度に，宮城教育大学，上越教育大学，
鳴門教育大学，福岡教育大学の４つの国立の教育大学による協働参加型のプロジェクトである「いじ
め防止支援プロジェクト（BPプロジェクト（Bullying Prevention：いじめ防止支援））」は，発足か
ら４年が経ちました。
　これまでに，毎年，４大学合同によるBPプロジェクト学長・代表者会議，協議会，合同勉強会を
行うとともに，文部科学省，日本生徒指導学会，国立教育政策研究所，公益社団法人日本ＰＴＡ全国
協議会等，各機関や地域の教育委員会の協力を得て，国内各地で教育委員会担当者や学校教員等を対
象に，講演，研修会，シンポジウム等の支援事業，教育・研究事業，研修事業を行い，いじめ防止に
係る教師力向上や地域の学校経営に寄与してきました。
　４年目を迎えた今年度は，これまで進めてきた現代事情に即した対策の強化や，ネットワーク間の
連携協力の充実に努め，全国的な取組を積極的に支援するほか，教員養成・研修や教育活動等に更に
一歩進んだ支援を実現するために，各大学が，独自に学部・大学院授業や教員免許状講習で活かして
きた実績・成果を集約し，各々の特色を持つ連携４大学と協力機関が連携協力した教員研修プログラ
ムや新たな授業内容の構築等に向けて検討を行ってきました。
　また，それぞれの大学においても，宮城教育大学は，「宮教版いじめ防止等支援プロジェクト」と
して，「特別支援教育といじめ」に関する研究，「東北教職高度化プラットフォーム会議」との協働に
より，プロジェクトの成果を東北地域全体への拡大等に取り組まれてきました。
　上越教育大学は，「いじめ等予防対策支援プロジェクト」として，教員研修プログラムの開発，大
学授業のカリキュラム開発，社会貢献としての研究成果の公開，研修会の共催，いじめ問題への関心
の喚起・啓発，研究と実践からなる小冊子の発行（兼成果報告書）等に取り組まれてきました。
　鳴門教育大学は，「いじめ防止支援プロジェクト」として，いじめ防止支援機構（BP-CORE）の機
能強化（人材の充実，強化），インターネットやセクシュアル・マイノリティ等の現代事情に即した
いじめ防止対策，「附属学校園いじめ防止プログラム（仮称）」の策定，教育委員会・学校へのいじめ
防止対策支援，相談支援，研修支援等に取り組まれてきました。
　最後に，福岡教育大学は，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」として，附属学校におけ
る予防教育として「いじめ防止」につながる授業づくり，教員になる若い世代や保護者への啓発活動
等に取り組んできました。
　今後は更に，本プロジェクトで得た成果や具体的な研修コンテンツ等を，全国に発信・普及し，学
校現場で深刻な課題となり続けている「いじめ」の防止に向けた，地域に根ざした教員養成・研修の
充実と支援を全国に拡大していきたいと思います。
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平成30年度ＢＰプロジェクト事業成果報告
宮城教育大学「特別支援教育といじめ」調査研究プロジェクトについて

宮城教育大学教育学部　学校教育講座　准教授

久　保　順　也

これまでの経過と平成 29 年度の調査研究について

　宮城教育大学はBPプロジェクト初年度（平成 27 年度）より，「特別支援教育といじめ」をテーマ
に掲げて調査研究を継続している。平成 27 年度は，宮城県内の公立小学校・中学校・高等学校の学
級担任を対象としたアンケート調査を実施し，通常学級に在籍するADHD（注意欠如／多動性障害）
の特徴のある児童生徒がいじめ被害に遭いやすいこと，一方で周囲の児童生徒はむしろ当該児童生徒
の方を「いじめっ子」「トラブルメーカー」と捉えている可能性が高いことから，発達障害のある児
童生徒だけではなく，学級全体に対しての指導や支援が必要であるとの着想に至った。続く平成 28
年度調査研究では「発達障害のある児童生徒が，学級・学校に適応できるための有効な支援とは何か」
を研究課題とし，教育現場で特別支援教育コーディネーターを務める教員らにインタビュー調査を実
施したり，小学校・中学校で学級担任を務める現職教諭らと小規模な研究会を立ち上げ，学級経営上
の実践事例を収集し分析した（下部　写真）。さらに平成 29 年度調査研究でもこの研究会を継続し，
特別支援教育およびインクルーシブ教育の視点を踏まえた，「発達障害のある児童生徒の学級・学校
適応を実現する学級経営のあり方」を大きなテーマとして討論を継続した。学級・学校における指導
場面で直面する課題とその克服について討論し，その成果を現職教員に共有するためにリーフレット
の形にまとめ，平成 30 年度の教員免許状更新講習や各種研修会，シンポジウムにて配布した。次頁
より 2頁分に渡り，リーフレットのコンテンツの中心部分を示す。

写真　現職教諭との研究会の様子
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リーフレット「子どもたちみんなが育つ インクルーシブ学級経営一年間」について

　リーフレットは，小学校・中学校の学年始まりの 4月から学年末の 3月までの一年間に，学級にお
ける授業時や課外活動，学校行事等の各場面でしばしば発生する課題とその解決について短い事例の
概要を提示し，かつ解決にあたってのポイントや学内・学外連携のあり方についても例示した。各事
例は，現職教諭との研究会にて共有された事例を基にしているが，プライバシーに配慮して元となっ
た事例が特定できないよう改変されている。しかしながらこれらの事例はどこの学校でも生じ得る典
型的事例であると捉えており，日常の指導の中で困難さを感じている学級担任教諭が多数存在すると
思われる。本リーフレットが，こうした現職教諭の一助となれれば幸いである。

平成３０年度の調査研究および今後に向けて

　平成 30 年度の調査研究では，本学BPプロジェクト初年度である平成 27 年度の調査研究を下地と
して，全国の実態を探るための大規模調査研究を計画し，科学研究費補助事業に採択された。平成
30 年度内に全国 8地域にてアンケート調査を実施し，次年度以降に詳細な分析を実施していく予定
である。
　また並行して，インクルーシブ学級経営の事例研究が進行中である。平成 29 年度までは，多くの
学校で生じる典型例を収集してきたが，平成 30 年度は一つの事例を詳細に分析することにより，研
究成果が当該事例の理解と支援により直接的に結びつくよう試みている。
　さらに次年度以降は，これまでの本学BPプロジェクトの成果を，学部および教職大学院における
教員養成教育に反映させていく予定である。既にプロジェクトメンバー各自が担当する授業ではBP
プロジェクトの調査結果等を教材として用いているが，今後はいじめ予防およびインクルーシブ学級
経営を実践できる教員養成のためのカリキュラム開発と，その学びを教員が各自の学校・学級で展開
するための自校化の支援を研究テーマとして想定している。「研究」→「教育／研修」→「地域／学
校支援」というプロセスを経て，学校現場に役に立つ知見を還元して行きたいと考えている。
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インクルーシブの観点における現職教員研修や授業の実践事例

宮城教育大学教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） 教授

本　図　愛　実

　前テーマで取り上げた，リーフレット「子どもたちみんなが育つ インクルーシブ学級経営一年間」
を踏まえ，インクルーシブ教育の観点からいじめの未然防止を実現していく力について，現職教員と
学部生の関わりによる学びの深化を意識した活動を二件行った。
　第一の活動は，学部生と現職教員との対話による理解の促進である。2018 年 10 月 27 日㈯，映画「み
んなの学校」を視聴し，それを手がかりにインクルーシブ教育について，ｐ４ｃ（子どものための哲
学）（話し合いの手法）を用いて現職教員・学部生混合のグループを作り，協議を行った。なおこの
取組は，教職員支援機構に申請した，ニッツカフェによる支援を受けた。
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　参加した学生から以下のような感想が寄せられ，インクルーシブ教育の実現が公教育において重要
であることの再認識やそのための知識とスキルの獲得に対する強い意欲が示された。参加者の中には，
その後，大空小学校への学校訪問を自ら交渉し，「全校道徳」や学級活動における子どもたちの話し
合いを参観させてもらった者もいる。

　第二の活動として，ミドルリーダーとして活躍する教職大学院修了生，石山美穂中学校教諭による，
インクルーシブ教育の実現が含まれる種々の道徳の授業や学級経営について，教職大学院学生が参観
し検討の会をもつ，学部生が授業録画を視聴し協議する，といった学びの機会をもった。学習者から
は，石山教諭の優れた実践から，インクルーシブ教育の充実が望ましい学級集団づくりに有効である
ことが再確認されたとの認識が示された。学びの中心になった授業の指導案を以下に示す。
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平成30年度 特別支援教育フォーラム

 宮城教育大学　教員キャリア研究機構　講師

 野　崎　義　和

　特別支援教育に関する研究または実践で得られた知見を広めることを目的として，宮城教育大学教
員キャリア研究機構特別支援教育研究領域が年に 1回開催している事業である。今年度は，BP（い
じめ防止支援）プロジェクトの協力を得て開催した。

日　　　時：平成３０年１０月２７日㈯１３：３０～１６：００

会　　　場：宮城教育大学２２０教室

テ　ー　マ：インクルーシブ教育の視点を活用した学級経営といじめ防止

プログラム

　基調講演

　　「いじめ防止とインクルーシブ教育の接合点

　　　̶いじめ防止プロジェクトによる調査研究から分かること̶」

 久保順也　准教授（宮城教育大学）

　実践報告①

　　「インクルーシブ教育の視点に立つ『考え，議論する道徳』」

 石山美穂　教諭（仙台市立八軒中学校）

　実践報告②

　　「互いの良さに気付き認め励まし合う心の育成̶高砂中学校の事例̶」

 白木澤そのみ　教諭（仙台市立高砂中学校）

　指定討論

 佐藤　静　教授（宮城教育大学）

 本図愛実　教授（宮城教育大学）

主　　　催：宮城教育大学教員キャリア研究機構特別支援教育研究領域

共　　　催：宮城教育大学いじめ防止支援プロジェクト

参　加　者：４６名（運営スタッフと講師を除く）

　　　　　　現職教員（教職大学院在籍中を含む）・教育委員会職員：１０名，学部学生・大学院生：

　　　　　　２８名，大学役員・教員等：６名，その他：２名（高校生とその保護者）

　久保氏からは，BPプロジェクトの紹介とこれまで本学が取り組んできた研究についての報告が行
われた。また，リーフレット「子どもたちみんなが育つ インクルーシブ学級経営一年間」を取り上げ，
インクルーシブ教育の視点を活用した学級経営の具体像を示していただいた（リーフレットは当日の
参加者へ配布した）。
　石山氏からは，道徳の教科化に向けて学校が実施した生徒の意識調査の結果や，そこから見いださ
れた生徒の課題に対応するために考案された 3つの授業実践とその成果について発表していただい
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た。
　白木澤氏からは，特別支援学級担任の立場から，校内における交流及び共同学習の実践内容と，特別
支援学級の生徒と通常学級の生徒・教員との関係構築のために意識的に取り組んでいることについて発
表していただいた。
　以下は，参加者に実施したアンケートの結果（回答者数は 36 名）である。

＜現職教員（教職大学院在籍中を含む）・教育委員会職員の感想 ( 一部抜粋 ) ＞

・来て良かったです。普段ぼんやりと形にならないまま感じていたことに ｢形｣ ｢言葉｣ が与えられた
気がします。
・BPプロジェクトについて初めて知りました。リーフレットや実践例など，参考になりました。
・特別な支援を必要とする子どもの視点からもその周りの子どもたちの視点からも様々なお話を聞くこ
とができ，勉強になりました。
・インクルーシブ教育の視点は，これからの学校に欠かせないと改めて感じました。子どもたちが互い
に尊重し合い，大人になった時にそういった社会を形成して，豊かに生きて行くことができるように，
何ができるか考え，実践していきたいと思いました。
・特別に支援しているが，特別に扱っているわけではないなあとこれまでを振り返るきっかけになりま
した。
・久保先生からご提示いただきましたデータが興味深く今後参考にさせていただきたいと思います。

＜学部学生・大学院生の感想 ( 一部抜粋 ) ＞

・春から教員として働くのですが，いじめや特別支援といったキーワードを聞くと，不安が募り，春か
らの生活が怖いなと思っていました。今日参加をして，その不安が少し減りました。生徒同士をつな
ぐために，個人を見ていく力と良い所を引き出すアプローチの仕方を身につける必要があるというの
がはっきりとしたので，その実践に頑張って取り組もう！と思えました。
・大学で行われているプロジェクトについてあまり知る機会がなかったので，参加して良かったです。
また，各学校で異なる特色のある取り組みを行っていると知り，このような情報共有を現職の先生方，
学生などでもっと手軽にできる仕組みがあったらと感じました。
・自分が中学生の時に先生の指導でやっていたことや先生が出していた学級通信，先生の日々の言動，
それらすべてに意味があったということを気付かされた本日のフォーラムでした。日々の小さな積み
重ねが学級経営や学校経営という大きな部分につながってくるということを改めて感じることができ
ました。
・調査結果や事例の情報を得られてとても勉強になりました。特に現場の先生方の実践例は，大学の授
業だけでは得られない学びとなり，今後教師を目指すにあたって役立つものになると思いました。学
級及び学校という特殊な集団の中で，インクルーシブ教育を行うことは，様々な課題があり，現場の
先生方の負担は大きいものだと思いますが，教師の対応が子どもに見られているという話からも，教
師は常に自分の姿勢を意識したり，学級経営において工夫した取り組みを行うことが大切だと感じま
した。
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仙台市・いじめ防止プロジェクト

１　趣旨

　仙台市において相次いで発生した中学生のいじめから自死に至った事案は，全国に大きな波紋を投
げかけることとなった。その後，仙台市や仙台市教育委員会を中心に，改善に向けた様々な取組を行っ
てきている。教員養成を担う宮城教育大学としては，いじめを起こさせない力量を備えた学生を育て
ることが重要だと考え，いじめ防止に協力する学生ボランティア活動を創設することとした。
　実施にあたっては，下図にあるように，宮城教育大学が仙台市小学校長会・中学校長会，仙台市
PTA協議会と連携し，「仙台市・いじめ防止プロジェクト」として，さらに多くの協力者を巻き込み
ながら推進しようと考えてきた。

２　活動内容

　いじめの未然防止
　・見守りによるいじめ発生機会の減少
　・いじめ発生源の発見，見る目の涵養
　・いじめ防止への協力，児童生徒への寄り添い

３　活動組織について

　⑴　登録
　　・「いじめ防止ボランティア」としてキャリアサポートセンター（宮城教育大学就職支援係）へ

登録。
　⑵　指導助言と活動後の聞き取り調査
　　・宮城教育大学BPプロジェクトメンバー
　⑶　外部組織との連絡・調整
　　・連携担当副学長（BPプロジェクト事業責任者）
　　・学長付特任教授
　⑷　学生による組織
　　・「（通称）スマイルボランティア」として活動
　　・代表，班長等を中心に活動を進める
　　・例会，班会議等を開催する

４　具体の活動について

　⑴　仙台市・いじめ防止プロジェクト
　　第１弾　仙台二中学区　ストップ・ザ・いじめ活動
　　　・仙台第二中学校区（立町小・木町通小も含む）において，児童生徒とそれを支援する宮教大

生が中心となり，活動している。これは，単発の取組に終わらせることなく，仙台市内に広
げていく。

　⑵　これまでの活動（催事型）
　　・H30 ／ 8 ／ 29　　ストップザいじめ　キックオフイベント（於　仙台第二中学校）
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　　・H30 ／ 9 ／ 21　　木町通小学校 PTA花火大会（於　仙台市立木町通小学校校庭）
　　・H30 ／ 12 ／ 8　　キャンドルライトファンタジー（於　仙台市西公園内広場）
　　・H30 ／ 12 ／ 26　　仙台市教育課題研究発表会（於　仙台市立東二番丁小学校）

　⑶　これまでの活動（日常活動型）
　　・仙台第二中学校，立町小学校，木町通小学校における活動
　　　ボランティア登録している学生を３班に分けて，３校でいじめ防止活動を行っている。
　　　学校内で児童生徒に寄り添い，見守り活動を通して，いじめ防止に向けて取り組んでいる。
　　・ボランティア同士で活動状況の情報交換を行うなど，協力して活動の充実を図っている。

５　今後の展望

　⑴　仙台市内の他の中学校区にも活動を広げていくために，活動のノウハウを蓄積する。
　⑵　子供を見取る力量を備えた学生を育成し，いじめに強い教員をより多く送り出すことを目指す。
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【いじめ防止ボランティア・学生からのアンケート】

１　あなたの学年　　　　　　　　　　　　　　　　２　「仙台市・いじめ防止プロジェクト」での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでのボランティア回数

３　活動時にボランティアした学年

４　ボランティア内容
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５　ボランティアをして学んだこと

６　ボランティアに参加して

７　今後のボランティアについて

８　あなたが考えるボランティアとしてふさわしい学年

宮城教育大学
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いじめ防止研修会

１．いじめ防止研修会　次第

ＢＰプロジェクト（いじめ防止支援プロジェクト）
いじめ防止研修会　次第

日時：平成 30 年 12 月 1 日㈯ 13：00 ～ 16：00

会場：秋田大学　60 周年記念ホール

対象：教育関係者，現職教員，連携大学関係者，大学生等

プログラム

13：00　開会挨拶 宮城教育大学連携担当理事・副学長　岡　　正明

13：05　趣旨説明 鳴門教育大学准教授　池田　誠喜

13：20　基調講演
　　　　　　「いじめの問題に関する取組と現状」
 文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長　松木　秀彰

14：20　講演・演習
　　　　　　「いじめの様態と対応を考える」
 上越教育大学教授　高橋　知己

16：00　閉会挨拶 秋田大学教育文化学部長　佐藤　修司

主催：宮城教育大学
共催：鳴門教育大学，上越教育大学，福岡教育大学，秋田大学，秋田県教育委員会
後援：文部科学省，国立教育政策研究所，公益社団法人日本 PTA全国協議会，日本生徒指導学会，
　　　弘前大学，岩手大学，山形大学，福島大学，宮城県教育委員会，青森県教育委員会，
　　　岩手県教育委員会，山形県教育委員会，福島県教育委員会，仙台市教育委員会
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２．いじめ防止研修会　概要

　平成 30 年 12 月 1 日㈯にいじめ問題改善のために専門的な知見を活かして広く社会と連携し，現職
の教員等を対象にこれまでより一歩進んだ支援を行うことを目的として，「いじめ防止研修会」をBP
プロジェクト参加各大学の他秋田大学及び秋田県教育委員会との共催により秋田県秋田市において開
催した。宮城教育大学，上越教育大学，鳴門教育大学，福岡教育大学の 4大学による「BPプロジェ
クト（いじめ防止支援プロジェクト）」の一環であるとともに，東北地区の教員養成を担う国立大学
の連携組織「東北教職高度化プラットフォーム」の事業の一つとして，一昨昨年の宮城県仙台市，一
昨年の岩手県盛岡市，昨年の秋田県弘前市での開催に続いて開催したものである。
　この研修会は，毎年東北地方を対象エリアとして開催しているもので，当日は宮城教育大学の岡正
明連携担当理事・副学長の主催者挨拶，鳴門教育大学池田誠喜准教授の趣旨説明の後，文部科学省初
等中等教育局児童生徒課生徒指導室の松木秀彰室長による基調講演「いじめの問題に関する取組と現
状」，上越教育大学の高橋知己教授による講演・演習「いじめの様態と対応を考える」がそれぞれ行
われ，秋田大学の佐藤修司教育文化学部長の閉会の辞で幕を閉じた。参加者は，松木室長の講演に真
剣な眼差しで聞き入り，高橋教授の講演・演習では深くうなずき，積極的にグループワークに取り組
む姿が見受けられた。
　当日は，東北地区の全県から教育委員会・学校関係者，学生など，約 150 名の参加者が集まり，大
盛況の研修会となった。参加者アンケートには「現場に生かすことができる内容が多くとても良かっ
た」「いじめの定義・認知，対応等について行政の立場から話していただきとても参考になった。」「演
習では上の世代の方とも意見を交換する場も設けられておりとても新鮮だった。」「今後も研修会を是
非継続してほしい。」などの声が寄せられた。

＜講演・事例発表概要＞
講　　　演　「いじめ問題に関する取組と現状」
 文部科学省初等中等教育局　児童生徒課　生徒指導室長
 松　木　秀　彰
　いじめ対策のこれまでの経緯の振り返りから始まり，「いじめ防止対策推進法」の意義を強調した
上で，「重大事態」への対応，認知件数の推移について分かりやすく説明いただいたほか，近年取り
入れられている SNS の利用による相談窓口の設置をはじめとした多くの先進的事例や誤った対応事
例についてもご紹介いただいた。また，学校現場への期待も込め，学校における実態調査の形骸化な
どを指摘する一幕も見られた。
　法律や制度の詳しい情報や，また，行政と現場とで意識が乖離している部分（認知件数の考え方等）
など，普段聞くことができない内容だったため，多くの参加者が熱心にメモを取る姿が見られ，とて
も有意な講演となった。

講演・演習　「いじめの様態と対応を考える」
 上越教育大学　教授
 高　橋　知　己
　前半の講演では，いじめ事案の報告書や実際に行った事例調査に基づきながらいじめの様態や，い
じめ防止に関する具体策の提案等があり，いじめ防止に向けて第三者委員会提言の活用意義や，いじ
めの発生するきっかけとなる事例，リスクマネジメントとクライシスマネジメントの準備，いじめ防

− 20 −



止に向けた学内外の体制整備，また，いじめ防止に関する具体策として「いじめの避難訓練」や「ト
イレの共有化」，「アンケートの工夫」等が取り上げられた。
　後半は「いじめの早期発見のためのアンケートの方法について」をテーマに演習を実施し，アンケー
ト調査を記名にするか無記名にするか等，参加者間で活発な意見交換が行われ，自身と他者の意見を
共有することにより考えを深められる機会となっている様子であった。
　いずれも参加者を巻き込みながら実施され，大いに盛り上がる講演・演習となった。

＜参加者感想（アンケートより抜粋）＞
・松木氏の講演ではいじめの定義・認知，対応等について行政の立場から話していただきとても参考
になった。高橋氏の講演・演習では，ご自身の立場や経験，資料等を活用して真剣に，楽しくいじ
め問題について考え，研修を深めることができた。本当に有意義な研修会だった。（秋田県内現職
教員・小学校）
・改めて自校の課題を意識する機会となりました。法的根拠，事例，自校にマッチした試行錯誤の大
切さを踏まえて，次回から子どもたちを見ていきたいと思います。（秋田県内現職教員・高校）
・いじめに対応する様々な事例や資料，アンケートの取り方等大変参考になりました。これからの現
場で活用させていただきます。（岩手県内現職教員・高校）
・より多くの教育関係者に参加してもらえるよう，是非継続していただきたい。（秋田県内現職教員・
高校）
・いじめについて新たな視点を与えていただいた気がしました。学校と教員の姿勢が問われていると
思うので，早速研修の内容を生かしていきたいと思います。（教育委員会職員）
・国のいじめに関わる現状（実態）を知ることができ，その実態と高橋教授の講義を重ねることがで
き，とても充実した研修会でした。（教育委員会職員）

・学生がいじめについてじっくり考えるいい研修会です。これからも継続してほしいと思います。（教
育委員会職員）
・お二方の講演に参加して，いじめ防止に関する知識が深まり，今まで以上に関心も深まりました。
教育の原点，命を守るということを大切にしていきたいです。（大学の学部生・大学院生）

・トイレの共有化，いじめの避難訓練という視点が参考になった。4月からの学級づくりの際に生か
していきたい。（大学の学部生・大学院生）

・「いじめ」はどの学校にも起こりうるものとして，学校全体また地域との関わりの中できちんと真
剣に問題視して取り組んでいくべきだと改めて実感した。今後ともぜひこのような機会があれば参
加したいと思う。（大学の学部生・大学院生）
・アクティブラーニング形式でいじめの講演を聞くことによって自分自身も改めていじめを考える
きっかけになりました。（大学の学部生・大学院生）
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＜当日の様子＞

松木室長講演の様子

演習の様子

会場の様子

高橋教授講演の様子
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上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクトについて

上越教育大学　副学長

　林　　　泰　成

１．プロジェクトの概要

　平成 25 年にいじめ防止対策推進法が施行されて，5年が経過した。その間，BPプロジェクトもス
タートした。結果として，現在，いじめは減少したのであろうか。
　文部科学省の調査によると，全国の小中高校で，平成 29 年度に認知されたいじめは，41 万 4 千
378 件と過去最多を記録した。前年度と比較して 9万件以上増加している。しかし，この増加は，文
科省によれば，「けんか」や「ふざけ合い」などもいじめと捉え早期に対応しているためである。隠
さずに，認知件数として出てきていると考えれば，いじめへの対応として悪いことではない。
　けれども，こうした事態から，いじめは，法律の制定や，いじめ対策プロジェクトに取り組んだか
らといって簡単に解決する問題ではないとも言えよう。いじめ防止には，不断の努力が求められるの
である。そうしたことを前提にしつつ，本学では，平成 27 年度より，継続して４つのサブテーマを
設定して，活動を続け，本年度も同様のテーマで事業に取り組んできた。
　１つめは，「教員研修プログラムの開発」である。現職教員の活動に役立ち，教員の職能発達に資
するものとなるように，教員免許状更新講習や生徒指導担当者講習会などで実施できる研修プログラ
ムを開発することが目的である。
　２つめは，「大学授業のカリキュラム開発」である。本学では，平成 28 年度より修士課程に「道徳・
生徒指導コース」を設置し，「いじめ等先端課題研究特論」という科目をコースの専門科目として開
設したが，平成 31 年度からの大学院改組によって教職大学院の学生定員を現在の 3倍近い 170 名に
増やすことに伴い，同科目を，「生徒指導の理論と実践 B̶いじめ等先端課題の理論と実践̶」とい
う名称で，教職大学院の共通科目として新たに設置し直すこととした。
　３つめは，「社会貢献としての研究成果の公開」である。今年度は，例年開催しているフォーラム
を大学内ではなく，石川県教育委員会の協力を得て，石川県教員研修総合センターを会場に実施した。
タイトルを「上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクト研修会 in 金沢」とし，石川県内の先
生方にも参加していただいた。
　４つめは，「研究と実践からなる小冊子（成果報告書を兼ねる）」の発行である。これは最終年度に
おいて作成する予定であるが，年度ごとの取り組みについても事業成果報告書を発行することとして
おり，平成 30 年度も本学独自の報告書を発行する。
　以上の取り組みだけにかぎらず，新潟県教育委員会，新潟市教育委員会をはじめ，上越教育大学の
位置する上越市教育委員会や，新潟県教育委員会上越教育事務所とも連携しながら，プロジェクトメ
ンバーが，いじめに関連するシンポジウムや講演会の講師を務めたり，司会進行役を務めたりするな
ど，さまざまな連携事業にかかわった。

２．実施体制

　本学のBPプロジェクトは，カリキュラム開発がプロジェクトの大きな柱になっているということ
から，学内の「カリキュラム企画運営会議」のもとに，「いじめ等予防対策支援プロジェクト実施専
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門部会」を設置し，そのメンバーを中心にして本事業に取り組んでいる。そのメンバーは以下のとお
りである。なお，事務については，本学教育支援課が所掌している。

　プロジェクトが始まった平成 27 年度は，メンバーは 5名であった。平成 30 年度現在では 10 名の
メンバーが，それぞれの専門性を生かして，いじめ問題の予防対策の実践や研究に取り組んでいる。
また，現在はこのうちの 8名が修士課程所属の教員であるが，大学院の改組に伴って，次年度からは
8名が教職大学院の所属となる。さらに，メンバーの半数は，小学校，中学校，高等学校等で専任教
員として勤務した経験があり，学校現場での指導の在り方についても精通している。実践の場に生か
せる取り組みを進めるのにふさわしい陣容であると自負している。

氏　名 職名・所属等 専　門

林　　泰成
副学長・大学院学校教育研究科　教授
カリキュラム企画運営会議議長

道徳教育，こころの教育

安藤　知子
大学院学校教育研究科　教授
学校教育実践研究センター　教授

学校経営学（学校組織論，
学年・学級経営論）

早川　裕隆
大学院学校教育研究科　教授
上廣道徳教育アカデミー　所長

道徳教育，こころの教育

稲垣　応顕 大学院学校教育研究科　教授
臨床教育学（生徒指導，
教育カウンセリング）

高橋　知己 大学院学校教育研究科　教授
臨床教育学（特別活動論，
学校心理学）

村中　智彦 大学院学校教育研究科　准教授 特別支援教育

清水　雅之 学校教育実践研究センター　准教授
情報教育，小学校（生活
科・総合）教育

留目　宏美 大学院学校教育研究科　准教授
養護学，養護教諭教育，
学校組織論

山田　智之 大学院学校教育研究科　准教授
臨床教育学（生徒指導，
キャリア教育学）

蜂須賀洋一 大学院学校教育研究科　講師
学校教育学（法規範教育，
人権教育）
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平成３０年度上越教育大学
いじめ等予防対策支援プロジェクト研修会 in金沢実施報告

１．プログラム
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２．話題提供資料

小中学生のネット利用の現状と課題から

 上越教育大学学校教育実践研究センター　准教授

 清　水　雅　之

①　青少年のネット利用は８割を超えている

　平成 30 年３月に内閣府が発表した「平成 29 年度青少年のインターネット利用環境実態調査　調査
結果（概要）」によると，青少年のインターネット利用は 82.5％である。機器（スマートフォン，携
帯電話，PC，ゲーム機器等）の利用率は，小学生 86.3％，中学生 92.4％であり，インターネットの
利用率は，小学生 65.4％，中学生 85.2％となっている。機器の利用ほど高くはないが，小学生で 6割，
中学生で 8割を超える結果となっている。
　ネット利用の増加に伴い，子どもがトラブルに巻き込まれることも増えており，学校は家庭と連携
をしながら，指導や啓発活動に努めなければならなくなっている。多忙な教員の中には，家庭で購入
した機器の利用に関して，なぜ学校が指導しなければならないのかと疑問視する教員もいる。一方で，
いじめ件数の全体に占める割合は多くないが，年々 PCや携帯等を利用したいじめの認知件数が増え
ている 1 ことは事実である。
　こうした状況を踏まえたときに，学校が全く関与しないという訳にはいかないであろう。PCや携
帯等の情報機器の利用について，積極的に指導・啓発活動をすることこそが，問題事案に遭遇した時
に，予防への取組を行っていたということになるのである。

②　ネットへの依存度が高い小中学生はどのくらいいるのか

　右の表は，新潟県のある市の小中学校のネット依存
度を調査した結果である。この調査に使用したテスト
は，久里浜医療センター 2 で公開されている「インター
ネット依存度テスト（IAT）」である。結果からは，
学校種や学年に特有の様子がある訳ではなく，それぞ
れの学校・学年，場合によっては学級で様々な違いが
あることが分かる。
　一般的には低年生の子ども方がネット環境を利用し
ていることが少なく，依存度傾向は低いと考えがちで
あるが，A小学校の３年生と５年生の比較からは，必
ずしもそうした結果ではないことが分かる。同程度のようにも見えるが，A小学校の３年生には，高
依存度と診断される児童が１％存在していた。この児童には，個別に保護者に連絡を取り，連携して
対処する必要があろう。現在は低学年から，あるいは幼稚園や保育園といった時代から親のスマート
フォンを利用している児童も少なくない。このことから，低学年からの指導・啓発活動が必要になっ

─────────────────────────────────────────────
1　平成 24 年度，7,855 件（割合 4.0％），平成 28 年度，10,783 件（3.3％），文部科学省初等中等教育局児童生徒課「児
童生徒の問題行動・不登校等の生徒指導上の諸課題に関する調査」より
2　独立行政法人国立病院機構　久里浜医療センター　http://www.kurihama-med.jp より
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てくると考えられる。
　B小学校の５・６年生の結果からは，中・高依存度の児童が学年の半数近くになっていることが分
かる。高依存度を示した７％の児童には個別に対応することはもちろんであるが，学年・学校全体で
の取り組みが重要になってくるであろう。特に保護者との連携は必須であり，保護者に現状を知らせ，
改善の方策について一緒に考えてもらうようにすることが重要であろう。
　このように，子どものネット依存度がどのようになっているのかを調べ，数値化することで見えて
くるものがある。最終的には，個々の子どもの依存度傾向を見ていくことが重要ではあるが，学校全
体あるいは学年全体で，こうしたスクリーニングテストを実施することで，全体の様子を知った上で，
個々の子どもへの指導や働きかけをしなければ，子どもは自分の危なさに気付くことは難しいであろ
う。
　教員が子どものネットへの依存度について，現状を把握するためにも，子どもにネット利用につい
て自覚を促すためにも，こうしたスクリーニングテストを実施し，視覚的に捉えることができるよう
にするとよいのではないか。

③　ネットでのトラブルから子どもを守るには家庭・学校の連携が重要

　先の依存度に関する子どもの情報のように，様々な
調査結果等の情報を学校と保護者が共有することが重
要である。その情報をもとに，指導や啓発活動を考え，
一貫性のある取組を実施することによって，子どもは
見守られていると感じるのである。
　そのためにも，教員だけが研修で情報モラルやネッ
トの現状等について学ぶだけでなく，保護者にも同様
に学ぶ機会をつくっていくことが重要である。
　技術の進歩は早く，日々，新しいものが世の中に送
り出されてくる。そうしたものに対応するためには，
教員も保護者も学び，対応していくことが求められるのである。学校と家庭が連携をするための学習
会を行なっていくことが，これからは求められるであろう。
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保護者との協力関係を構築するために

 上越教育大学大学院学校教育研究科　准教授

 山　田　智　之

①　いじめの指導に関して，教員が難しさを感じていること

　関東及び甲信越地区の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校に勤務する教員 150 名を対象にい
じめの指導に関する調査を行った。その結果、「いじめに関する指導において難しいと感じたことの
有無」に関する質問では，90％の教員が難しいと感じたことがあると回答していた（Fig.1）。また，「い
じめ問題の解決に向けた、発見、解決、事後指導といった過程の中で、難しさを感じたこと」につい
ては，「保護者対応」が 17％，「いじめの事実確認」が 17％，「いじめの発見」が 14％，「いじめの事
後指導」が 13％，「加害者対応・指導」が 12％，「被害者対応・指導」が 9％となり，「保護者対応」「い
じめの事実確認」を筆頭にいじめの指導全般にわたり教員が難しさを感じていることが明らかになっ
た（Fig.2）。

Fig.1　いじめに関する指導において難しさを感じたことの有無

Fig.2　いじめに関する指導において難しさを感じたことの内訳
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②　保護者との信頼関係の構築に向けて

　いじめ問題を解決するためには，保護者の協力は欠かせない。しかし，教員が難しさを感じている
ことのトップに「保護者への対応」があがっていることは，いじめ問題の解決にあたり大きな問題と
考えられる。この問題を乗り越え，学校が保護者との信頼関係を築いていくことが大切である。その
ためのポイントとして，次のようなことが考えられる。
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子どもの “つながりたい ”思いに応えるために

 上越教育大学大学院学校教育研究科　准教授

 留　目　宏　美

①　“つながりたい”思いとつながりの重層性

　つながりは，いじめへの対応を考えるうえで欠かせない一つの視点である。
　そもそも “つながりたい ”という思いは，他者と交流しコミュニティに帰属したい，他者から認め
られたいなど，人間が生得的に抱く社会的欲求である。社会化の歩みで生じる自然な思いでもある。
それ故，他者とつながることのできない状況に直面すれば，さみしさを感じる。他者とつながり過ぎ
る状況に直面すれば，とたんに苦しくなる。つながりが弱すぎても強すぎてもマイナスの感情が生起
する。このように，日常生活場面で日々紡がれるつながりは，当事者からすれば，必ずしも心地の良
いものばかりではない。
　つながりの質は何によって規定されるのか。当事者研究を推進する綾屋・熊谷は，著書「つながり
の作法－同じでもなく違うでもなく－」のなかで，次の２点を挙げている。一つは，社会・文化的な
規範である。もう一つは，語る，聴く，共有する，共感する等のつながる際のふるまい，作法である。
これらを踏まえ，コミュニティメンバーが安心・安全なつながり，成長し合えるつながりを探求し，
試行していくことが，つながり／つながり方に関する学びのプロセスとなる。いじめをめぐる環境整
備，開発・予防教育，早期発見・早期対応，事後対応においても欠かせない視点である。

②　子どもたちから発せられる内発的な声と保健室の特性

　子どもたちは，学校や地域での学習，生活を通
して，社会を拡げていく。他者とかかわり，つな
がりのなかで様々な経験をし，学びを得ていく。
その過程で悩みを抱え，不安に苛まれることもし
ばしばある。
　チャイルドライン 2017 年度年次報告によれば，
「人間関係」「雑談」「いじめ」に関する相談が多
い。「いじめ」についての相談理由は，「話を聴い
てほしい」「答えがほしい」が大半を占めている。
こうした実態から示唆されることは，「私の話を
聴いてほしい，一緒に考えてほしい」という子ど
もたちの内発的な声である。
　チャイルドラインはいじめの相談を受けた場
合，下に示したスライドのような段階を踏む。こ
こで子どもが話せる人を見つけられなかった場
合，「保健室の先生（養護教諭）はどう？」と提
案する。養護教諭が提案されるのは，なぜか。誰
かにみられること，知られることへの不安が大き
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く，「相談室には行けない」。しかし「保健室になら行ける」と考える子どもが多いためである。また，
いじめを「打ち明ける」行為には一定の動機付け，勇気が必要であるが，保健室は体調を理由に来室
でき，相談のハードルが高くないためでもある。

③　早期発見を，組織／チームとしての早期対応に進展させる

　中教審答申「チームとしての学校の在り方と改善方策について」で，「養護教諭は，児童生徒等の
身体的不調の背景にいじめや虐待などの問題がかかわっていること等のサインにいち早く気づくこと
のできる立場にある」と明記されている。この背景には，先述した保健室の特性がある。いじめ問題
にいち早く気づく可能性の高い養護教諭は，気になること，得られた情報の「報・連・相」に心がけ
ている。その過程で次のような諸課題を認識している。思いや感覚・感情を共有することが難しい（危
機感が共有されにくく，温度差が埋まらない），あるいは対応を検討し，分担する段階に辿り着かな
い（情報の交換に止まり，経過観察が続けられる）等である。つまり，早期発見・早期対応の連動性
をより一層高める必要性を認識してい
ることが示唆される。
　これより，教職員の思いや感覚・感
情（危機感）のすり合わせ，共有は十
分か，いじめ問題に対して遅滞なく判
断し方向性を見定められているか，各
人の強みを生かした役割分担が図られ
ているかなど，自校の様態を改めて問
い直すことが重要になる。
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３．アンケート結果
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取組に関する事業報告

教員研修プログラムの開発
－教員免許状更新講習における「いじめ防止の取組」－

 上越教育大学大学院学校教育研究科　教授

 高　橋　知　己

１．はじめに

　平成 30 年度の免許状更新講習において「いじめ・子供の危機について考える」という講習を行っ
ている。新潟県内の上越市，佐渡市，長岡市の三会場で，合わせて 256 名が受講している比較的多人
数が申し込むプログラムである。受講者は 6時間の講義・演習に対して非常に熱心に取り組んでおり，
事後アンケートでも今後に活用したいとする評価が得られている。本稿では，当該講習のプログラム
について概観しながら，より良い研修プログラムの在り方について考えたい。

２．講習プログラムの概要

　講習プログラムは，三会場共通で概ね 5時間の講義・演習，1時間の認定試験という 6時間の構成
に加えて短時間での回答をお願いするアンケート調査という日程で行われる。5時間分の講義・演習
内容は次のようになっている。

３．講習後の受講者の反応

　例えば，②学校対応のあり方　においては具体的にモデルを示して講習を行ったが，受講者からは
概ね好意的な反応があった。講習・演習を通じて，いじめに関する知識，学校対応を学ぶ際に，基本
的な事項に関する知識や事柄を学ぶことも必要であるし，獲得したいという要求もあるのだが，それ
が具体的な提案という形で提案することが大きなポイントとなると思われる。具体性や実践的という
ことが教員研修プログラムの開発にとって重要なキーワードとなっていく。

　①　いじめ事例の分析－発生のメカニズム－：イントロダクションも兼ねた最初の講義では，いじめ防
止対策法の解説やいじめの四層構造論などいじめに関する基本的な理論や法令について概観した後に，実
際のいじめ事案について紹介しながら，いじめ問題への関心を啓発していく。

　②　学校対応のあり方：実際に発生したいじめの重大事案のうち，インターネットを介して公開されて
いるいじめ報告書を資料として用いながら，リスクマネジメント，クライシスマネジメントといった観点
から学校対応のあり方について学ぶ。

　③　子どものみとり－アセスメント－：特にいじめの発見に焦点を当てて実際に行われているアンケー
ト調査をもとにしてその問題点について考えるとともに，実際のいじめアンケート調査の被調査者の声を
分析しながらよりよい調査方法について検討する。

　④　インシデントプロセス法による事例研究会：講習に参加する教員の経験してきた事例について交流
しながら，困った事案に共感しながらよりよい対応等について検討する演習を行う。

　⑤　これからの学級経営：いじめ防止のために学級経営の中でできることを具体的に 3つ提案し検討す
る。その 3つとはスキルトレーニングをベースとした「避難訓練」「アンケートの工夫」「教師と生徒のト
イレの共有」である。
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大学授業のカリキュラム開発

 上越教育大学　副学長

 林　　泰　成

１．はじめに

　まず，大学全体の方針と絡めて，私たちが取り組んでいるいじめ予防に関する科目の位置づけを確
認することにしたい。
　本学の第 3期中期目標には，「基礎力・思考力・実践力で構成される「21 世紀を生き抜くための能
力（汎用的能力）」を備え，かつ児童生徒に対しその能力を育成できる教員を養成する。さらに，教
員として，豊かな教養，使命感，人間愛等の「＋α」の資質・能力（以下：「21 世紀を生き抜くため
の能力＋α」と表記）をも備えた教員を養成するための教育課程の開発・導入を推進する」と記され
ている。つまり，伝統的な学力概念にとどまらず，豊かな教養や使命感や人間愛等の資質・能力を備
えた教員の養成を目指している。いじめ防止に関する科目や関連するカリキュラムの設置も，そうし
たことと無縁ではない。いかにして人間力を高めるのか。そのためのカリキュラムをどう創るのか。
そうしたことが，「大学授業のカリキュラム開発」について考える際に中心にある問題意識である。

２．大学院の科目

　平成 28 年度の大学院改組により修士課程に「道徳・生徒指導コース」を設置し，「いじめ等先端課
題研究特論」という科目をコースの専門科目として開設した。今年度も，コースの 4名の教員がオム
ニバス形式で担当し，それぞれが専門とする，道徳教育，生徒指導，特別活動，教育相談，キャリア
教育などと関連させながら，いじめ防止のさまざまな知見を取り上げ，また，指導方法としてアクティ
ブラーニングを導入し，院生自身が主体的に学習できるように努めてきた。
　今年度は，平成 31 年度からの新たな大学院改革によって教職大学院の学生定員を現在の 60 名から
170 名に増やすことに伴い，これまで 3年間に渡って実施してきた「いじめ等先端課題研究特論」を，
「生徒指導の理論と実践B̶いじめ等先端課題の理論と実践̶」という名称で，教職大学院の共通科
目として新たに設置し直すことを決定した。
　教職大学院の共通科目は 5領域が定められ，すべての領域に渡って学ぶことが求められる。そのう
ちの 1つが「生徒指導，教育相談に関する領域」であり，その中に，「生徒指導の理論と実践 B̶い
じめ等先端課題の理論と実践̶」を，いじめに特化した特論的な選択科目として設けるということで
ある。ちなみに，「生徒指導の理論と実践Ａ」はもっと一般的な生徒指導に関する事項が取り上げら
れる。
　31 年度は，新旧の 2つのカリキュラムが同時に動くので，修士課程と教職大学院の両方の院生か
らの感想を確認することが可能となる。

３．学部の科目

　学部の科目については，いじめに特化した科目はまだ設置していない。道徳教育や，生徒指導，特
別活動，教育相談，キャリア教育など，関連する教職科目の中で，いじめの問題も取り上げられてい
るというような状況にある。こうした諸科目を横断して実施されている，いじめ予防対策や事後的な
対応に関する知見の教授を整理し直し，明示的なカリキュラムとして示すことは，次年度以降の課題
である。
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社会貢献としての研究成果の公開等

 上越教育大学大学院学校教育研究科　教授

 稲　垣　応　顕

　鳴門教育大学・福岡教育大学・宮城教育大学と本学が連携した『いじめ防止プロジェクト（BPプ
ロジェクト）』が 4年目を迎えた。今年度の成果の一つとして，以下に本学の「社会貢献としての研
究成果の公開」について報告する。

１．「深めよう絆　新潟県民の集い（上越地区）　ストップ・ザ・いじめ―自他の命を守るために―」

での『ホンネトーク』の共催

　上越市文化会館（9月 15 日（土）13：15 ～ 16：00）で開催された表記集会において，上越市教育
事務所と共催した 2時間枠で表記の『ホンネトーク』を行った。上越地区の中・高校生の代表各 4人
が登壇し意見を交換した。なお，林泰成副学長と本稿執筆の稲垣が司会を勤めた。来場者は約 650 人
であった。本企画は，昨年に引き続いての実施であっ
た。今回は①『いのち』とは？生きるとは？②『いじ
りといじめ』は同じ？③あなたの『居場所』はどこ？
何故，そこが居場所なの？をテーマとした。生徒から
は，①について「いのちは，みんなが平等に 1つずつ
持っているが，1つとして同じものがない。だから価
値がある」，「生きるとは，呼吸をしているだけでなく
充実感を感じられていること」，②について「いじりは，
言われてる人も言い返している。いじめでは言い返せ
ていない」，③について「一人の居場所もあるけど，
気持ちの通じ合える人と一緒にいる場所のこと」など
が聞かれた。
　加えて，フロアーからは「携帯やネットの使い方や
子ども達にとっての居場所」などに関する質問が寄せ
られ，ネットいじめ等から守るためにも，大人は学校
や家庭が子供の居場所になるよう努める必要があると
の共通理解が図られた。

２．「上越市教育コラボ 2018　学び愛フェスタ」でのパネル展示

　高田公園オーレンプラザ（11 月 17 日（土））で留目宏美准教授が中心となり，本学の BPの取り
組みをバネル展示で紹介した。内容としては，①本プロジェクトの趣旨，②本学が，「教員研修のプ
ログラム開発」，「大学授業のカリキュラム開発」，「社会貢献としての研究成果の公開，研修会の共催，
いじめ問題への関心の喚起・啓発」，「研究と実践からなる小冊子（兼　成果報告書）の発行」を行っ
ていること，③本学のこれまでの取り組み；「いじめ等予防対策支援プロジェクトフォーラムの開催」
（1年目），「大学院修士課程での『いじめ等先端課題研究特論』の授業開設」と「ネットいじめ・特
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別支援教育の観点・差別心に立ち向かう
人権・同和教育から成る分科会形式によ
るフォーラムの開催」（2 年目），「教員
養成大学におけるいじめ授業の在り方を
考える―授業参観と研究協議会―」（3
年目），「第 66 回日本 PTA 全国研究大
会新潟大会」でのパネルディスカッショ
ンへの参画（コーディネーター：高橋知
己教授），石川県教員総合研修センター
大研修室での「いじめを考える―その実態と実践―」をテーマとしたシンポジウム（清水雅之准教授，
山田智之准教授，留目宏美准教授による話題提供／村中智彦准教授・稲垣が司会）（4年目）の成果
報告を行った。

３．「新潟市いじめ防止市民フォーラム」での講演とディスカッション

　12 月 8 日㈯ 13：30 ～ 16：00 に新潟市港南区文化会
館で開催された表記集会で，高橋知己教授が「事例か
ら考えるいじめ問題の現状と対応」の講演を行い，参
加者とのディスカッションを行った。来場者は，約
200 人であった。具体的には，データを基に小 5と中
2にいじめが多い事，先生任せではなく地域・保護者
の日頃の信頼関係を構築して ” いざ ” というときに連
携して解決に向かうことの重要性を語った。上述の具
体論として，学校と家庭を対立項としない，いじめの
避難訓練を行う，他者との違いを理解し認め合う事＝
人は違う存在であるからこそ話し合える（楽しめる）
という意識を持つこと，全ての大人が，それぞれの立
場で子供からの信頼を得るために，行動・言葉・態度
を大切にすることなどの共通理解が得られた。
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鳴門教育大学におけるいじめ防止支援事業
 鳴門教育大学いじめ防止支援機構長

 阿　形　恒　秀

■　鳴門教育大学主催ＢＰ（いじめ防止支援）プロジェクト研修会

　ＢＰプロジェクト構成４大学（宮城教育大学・上越教育大学・福岡教育大学・鳴門教育大学）は，
平成 27 年の事業開始以降，各地域で研修会を実施してきた。鳴門教育大学主催の研修会は，平成 30
年度には，
　　第１回研修会（沖縄大会） 9月 1日，パシフィックホテル沖縄
　　第２回研修会（徳島大会）10 月 27 日，鳴門教育大学
の２回を実施した（詳細は別ページ参照）。沖縄大会では，阿形が「いじめ防止対策の要点」の演題
で講演を行った後，福岡教育大学の大坪靖直教授のコーディネートのもとで，沖縄県教育委員会・沖
縄県警察本部・沖縄県臨床心理士会の方々によるシンポジウムを行った。徳島大会では，池田誠喜准
教授が「しなやかな心の育成といじめ防止」の演題で講演を行った後，小学校の道徳授業におけるい
じめ防止の取組について，２名の小学校教諭から実践事例の報告を受けた。
　ＢＰ研修会の沖縄での開催は初めてであり，ＢＰプロジェクトの成果をより広く全国に還元すると
いう点で，有意義な取組となった。また，徳島大会では，学校現場での授業実践を紹介することで，
具体的・実践的ないじめ防止の在り方を考えることができた。

■　附属学校園との共同研究

　鳴門教育大学では，平成 29 年度より，附属学校園（附属中学校・附属小学校・附属特別支援学校・
附属幼稚園）との共同によるいじめ研究組織「附属学校園いじめ防止対策ワーキンググループ」と「附
属学校園いじめ問題等ケース会議」を立ち上げ，原則として月１回の合同会議を開き研究協議を進め
てきた。
　「附属学校園いじめ防止対策ワーキンググループ」設置の目的は，附属各校園において「いじめ未
然防止のための指導」「いじめに対する適切な対処」に関する実践・研究を展開し，ワーキンググルー
プのミーティングにおいて各校園の取組について情報交換・協議を行い，幼少中一貫の観点からその
成果をまとめ，鳴門教育大学いじめ防止支援機構が中心となって「いじめ防止対策パイロット・モデ
ル」を全国に発信することにある。
　平成 29 年に改定された文部科学省「いじめ防止等のための基本的な方針」では，
　　　いじめに向かわない態度・能力の育成等のいじめが起きにくい・いじめを許さない環境づくり
のために，年間の学校教育活動全体を通じて，いじめの防止に資する多様な取組が体系的・計画
的に行われるよう，包括的な取組の方針を定めたり，その具体的な指導内容のプログラム化をは
かること（「学校いじめ防止プログラム」の策定等）が必要である。

と示されている。また，
　　　アンケート，いじめの通報，情報共有，適切な対処等のあり方についてのマニュアルを定め（「早
期発見・事案対処のマニュアル」の策定等），それを徹底するため，「チェックリストを作成・共
有して全教職員で実施する」などといったような具体的な取組を盛り込む必要がある。

と指摘されている。
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　そこで，「附属学校園いじめ防止対策ワーキンググループ」では，平成 30 年度もミーティングを重
ね，いじめ未然防止のための各校園での教育活動（HR・総合的な学習・道徳・遊び等）を集約し，「附
属学校園いじめ防止プログラム（仮称）」の策定に取り組んできた。また，いじめに関するアンケー
ト調査，いじめに関する情報共有体制，当該幼児児童生徒への対応等，各校園でのいじめ発生時の対
応状況を集約し，「附属学校園いじめ早期発見・事案対処マニュアル（仮称）」の策定に取り組んでき
た。平成 30 年度末までにはまとめを終え，平成 31 年度にリーフレットとして発行の予定である。
　また，「附属学校園いじめ問題等ケース会議」では，各校園が輪番でいじめ問題をはじめとする生
徒指導上の諸問題の事例を提示し，協議を行い，最後に大学教員がコメントを行うかたちで，実践的
な対応力の深化を図った。

■　日本ＰＴＡ全国協議会との連携

　ＢＰプロジェクト構成４大学は，社会総がかりでいじめ防止を推進するために，関係団体との連携
にも積極的に取り組んできた。特に，家庭・保護者との協力関係を深めるために，公益社団法人日本
PTA全国協議会との連携には力を入れている。
　平成 29 年６月に発行されたリーフレット「今すぐ家庭でできるいじめ対策ハンドブック」には，
阿形が『いじめ防止のために大人ができること，やるべきこと』を寄稿したが，平成 31 年１月の改
訂版発行にあたって，一部加筆修正を行った。
　また，８月６日に開催された茨城県県南地区ＰＴＡ連絡協議会指導者研修会で，阿形が「大人が子
どものいじめにかかわる難しさと大切さ」の演題で講演を行うなど，各地域・各校園でのＰＴＡ研修
会に本学から講師派遣を行った。
　さらに，８月 24 日～ 25 日に新潟で開催された第 66 回日本ＰＴＡ全国研究大会（新潟大会）では，
いじめ問題をテーマとした特別第一分科会において，阿形が「我が子のいじめに親としてどうかかわ
るか　～「仲間」と「自立」をキーワードに～」の演題で基調講演を行った（詳細は別ページ参照）。
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　また，日本 PTA全国協議会からの依頼を受け，一般社団法人子どもの未来応援団の企画・編集の
もと，いじめに関する保護者向けの図書を阿形が執筆し，10 月 17 日に，ジアース教育新社から「我
が子のいじめに親としてどうかかわるか　―親子で考える『共に生きる意味』―」（四六判／ 172 頁）
を出版した。「はじめに」では，本書のねらい・願いについて，以下のように記した（要約）。

　第 1 章『子どもといじめ』では，「 1．いじめのかたち」として，いじめ加害の具体例を示し，
「 2．いじめと仲間関係」で，児童期・青年期にあっては自立のための安心基地として同世代の仲間
関係が重要であるという観点から，いじめがどうして子どもを追い込むのかを明らかにした。さらに，
「 3．いじめの心理」で，森田洋司先生による “ いじめの 4層構造 ” を踏まえて，被害者・加害者・
観衆・傍観者の心理についてまとめた。
　第 2章『親といじめ』では，「 1．いじめと子育て」として，いじめ発見のチェックリストや我が
子を被害者・加害者にさせないためのポイントを述べ，「 2．いじめと自立」で，大人からの自立と
いう観点から，大人（親・教師）が子どものいじめに介入することの難しさと大切さを明らかにした。
さらに，「 3．いじめとネット文化」では，ネットいじめの実態・特徴やネットいじめを乗り越えて
いくための留意点をまとめた。
　第 3章『社会といじめ』では，「 1．いじめの社会問題化」として，1980 年代半ば以降，現在に至
るまでのいじめの社会問題化の 4つの波について概観し，「 2．いじめの定義」で，法のいじめの定
義の趣旨と，法的定義と社会通念のズレについて言及し，「 3．いじめ対策といじめ教育」では，い
じめを管理・抑止する「対策論」と児童生徒の集団育成・児童生徒一人一人の成長支援を図る「教育
論」の両者が大切であることを示した。さらに，「 4．いじめと責任」で，責任という問題を “ 責任
は誰にあるのか ”という視点ではなく “自分の責任で何ができるのか ”という視点で考えるべきであ
ると述べ，「 5．いじめと共生」では，“建前と本音 ”“ 私と公 ” 等の問題における葛藤を避けずに “両
方大事 ”と考えることの重要性をまとめた。

　いじめ防止対策推進法の制定は，社会総がかりで問題の解決に取り組む機運が高まったという点で大き

な意義がありました。しかし一方で，問題が学校の管理責任の問題に矮小化され，学校の「監視の在り方

や抑止の指導」に焦点が絞られ，子どもたちの「集団育成や成長支援」に学校・家庭・地域がどう取り組

むかという本質的問題がややもすれば置き去りになってはいないでしょうか。

　いじめはもちろん，「あってもしかたがない」わけではありません。けれども，子どもたちは，理想と

して想定される世界を生きているのではなく，「弱くて強く，冷たくて温かい他者と共に生活を送る中で，

不安と希望の間で揺れながら，人間関係の意味を考えていく」という現実の世界を生きているのです。そ

してそれは，実は私たち大人も同じであるはずです。そういう意味では，今も昔も，子どもにとっても大

人にとっても，人間関係をどう結ぶかということは，とても大切であるとともにとても難しい課題です。

ですから，「あってはならないなどと言ってもしかたがない」と私は思っています。

　社会問題化が引き起こす「建前論」を超えていく大人の知恵を，皆さんと一緒に見出していくうえで，

本書が何らかの道しるべになれば幸いです。
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■　その他

　鳴門教育大学いじめ防止支援機構は，今年度も，教育委員会や各学校に対する支援に取り組んだ。
都道府県市町村の教育委員会に対しては，教育委員・指導主事の研修会や教育委員会・教育センター
主催の研修講座に講師を派遣し，いじめ防止対策推進法に定められたいじめ問題連絡協議会等の組織
の委員も担当した。また，各学校に対しては，職員研修への講師派遣や助言・資料提供を行った。
　さらに，本年度は，いじめ防止支援機構に非常勤の客員研究員を配置し，学校で活用できるいじめ
問題に係る教材の研究・開発に取り組んでおり，完成後はBPのホームページで公開する予定である。
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福岡教育大学いじめ根絶を目指すアクションプログラムの取組について

１．取組概要

　福岡教育大学では，平成 26 年度より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」を策定し，い
じめ予防に資する一連の取組を行っている。
　このアクションプログラムでは，大学が有するリソース，宗像・福岡・小倉・久留米の各地区に置
かれた附属学校を活用し，福岡県教育委員会及び福岡県市町村教育委員会連絡協議会と締結した連携
を生かすとともに，他の 3教育大学との連携を通して，いじめ根絶を目指すものである。
　本年度の本学の主な取組を四点挙げると，
　一点目は，いじめ防止等の委員会への委員派遣（8件）や重大事案について調査する第三者調査委
員会への委員推薦（4件）である。【取組 1】
　二点目は，現行の教科で扱う，いじめ予防に資する一連の授業案（いじめ防止を意図した各教科等
指導案）を開発して，県内五つの小学校に協力してもらい，当該プログラムの有効性の検証を試行し，
改善を加え，公立学校で使える授業の在り方の提案である。【取組 2】
　三点目は，専用HPで本学の取組の現状報告や，いじめ問題を真に解決しうる授業づくりについて
提案するなど，解決事例や成果を広く社会に発信する取組である。【取組 3】
　四点目は，いじめの重大事案に関する各種報告書を要約し，教員養成課程の学生の教育に活かす取
組である。
　また，いじめ予防に関する研修会講師としてのべ 20 名を派遣した。【取組 4】
　このような本学の取組と 3大学の取組が，いじめ問題の改善のための有効的な手段になることを目
指し，今後とも教育大学の使命として一層の努力を行って参りたい。

２．実施体制

　平成 30 年度は，以下のメンバーで実施した。

氏　名 職　名 専門等

川添　弘人 理事・副学長 事業責任者，地方教育行政

大坪　靖直 教育科学専攻教育心理学領域・教授
教育総合研究所副所長

（教育）教育社会心理学
（研究）社会心理学

西山　久子 教職実践講座・教授 学校教育学，スクールカウンセリング

小泉　令三 教職実践講座・教授 学校心理学，生徒指導

村田　育也 教職実践講座・教授 教育工学，情報教育

金子　辰美 教職実践講座・特任教授 生徒指導，コーチング

坂本　憲明 教育科学専攻理科教育領域・教授
附属福岡中学校校長 理科教育

岩村　慶悟 附属福岡中学校教頭 美術

姫島　和久 附属福岡中学校研究主任 技術・家庭（技術分野）

久永　美穂 附属福岡中学校BPプロジェクト担当 技術・家庭（家庭分野）
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いじめ根絶を目指すアクションプログラム（抜粋）

取組１：大学と附属学校，県内の各教育委員会が連携した取組

　　●　大学が中心となって公立学校でのいじめ防止対策等の良い事例，先進事例を収集し，附属学
校での実践等に生かすとともに，今後の活用方策を研究する。

　　●　大学は，現職教員に対する研修プログラムを開発し，研修を実施するとともに，卒業生（教
員就職者）に対する応援・指導体制を確立する。

取組２：附属学校における予防教育，よさと可能性の発見の取組
　　●　現行の教科・領域等では十分に取り扱えていないいじめ予防に資する一連の具体的プログラ

ムを 30 程度開発（既存のものの改訂含む）して，試行し，改善を加え，公立学校で使えるプ
ログラムとする。

　　　　なお，実施に当たっては，附属福岡が中心となり，附属小倉・久留米は協力及び試行する。
取組３：解決事例や成果を大学のホームページで社会に発信する取組

　　●　よい取組や首尾よく解決した事例，実践研究の成果の公表について，個人情報保護の観点か
ら十分に吟味し，より一般化された形で大学のホームページにより公表する。これにより，い
じめの抑止力になることが期待される。（準備中）

　　●　大学からの一方的な発信とならないように，それらに対するパブリックコメントを募り，そ
れらも合わせて掲載することにより，いじめ根絶の世論形成につなげていく。（準備中）

取組４：教員になる若い世代や保護者への教育や啓発の取組

　　●　本取組の成果を踏まえて教職科目の中に組み入れ，教員養成における現代的課題への対応力
を向上させる。

　　●　公立学校保護者会における講演や出前講座などにより啓発活動を行う。
取組５：他の教育大学との連携した取組

　　●　本学のみならず，他の教育大学（鳴門教育大学，宮城教育大学，上越教育大学）と連携して，
各地域の実情等を考慮した取組や成果について，情報共有を図るとともに，相互に成果を活用
することなどを通して，共同していじめをなくす日本の教育の実現に資する研究を展開する。

３．研修事業

　連携 4大学では，いじめ防止に向けて，教員や学校の生徒指導力向上のための各種支援事業，教育・
研究事業，研修事業等を実施している。中でも，研修事業と情報発信については各大学が行う共通の
事業として位置づけられており，研修事業では，研修会として全国 4カ所で各大学の特色を活かした
取組の発表等を実施し，多くの教育関係者の参加を得た。
　福岡教育大学では，3月に本学主催のいじめ防止研修会を開催し，日本生徒指導学会会長・鳴門教
育大学特任教授の森田洋司先生からご講演をいただき，本学の取組についての事業報告を行い，その
中で，「いじめを生まない授業づくり」について提案を行った。

○平成 30 年度福岡教育大学いじめ防止研修会
　平成 31 年 3 月 2 日㈯，福岡教育大学アカデミックホールにおいて平成 30 年度福岡教育大学いじめ
防止研修会を開催しました。（参加者数：138 名）
　本研修会では，日本生徒指導学会会長・鳴門教育大学特任教授の森田洋司先生より，「いじめ防止
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対策の在り方を改めて考える～総務省の勧告を受けて～」について，大変貴重なご講演をいただきま
した。
　引き続き大坪靖直教授より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」における本学の取組に
ついての事業報告，附属福岡中学校の姫島和久教諭，西村紀彦教諭，久永美穂教諭より，現行の教科
で扱ういじめ予防に資する一連の授業案，「いじめを生まない授業づくり」について実践発表を行い
ました。
　最後に大坪教授と附属福岡中学校の姫島教諭，西村教諭，久永教諭の質疑応答では，「いじめを生
まない授業づくりについて」フロアを巻き込んでの議論がなされました。
　この研修会では，BPプロジェクト関係者，福岡県内，福岡県外教育関係者，他大学学生，本学教
職員，本学院生及び本学学生など 138 名が参加し，大変有意義な研修会となりました。
　本日いただいた意見を参考にして，今後もBPプロジェクトを継続して参ります。
　 《本学HP掲載記事より抜粋》

　福岡教育大学BPプロジェクト専用WEBページ紹介

　https://bp.fukuoka-edu.ac.jp/
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福岡教育大学いじめ防止研修会
１．福岡教育大学いじめ防止研修会　次第
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２．福岡教育大学附属福岡中学校　実践発表「いじめを生まない授業づくり」
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いじめ防止研修会実践発表
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福岡教育大学いじめ防止研修会アンケート集計結果

１．回答者内訳

　回答数　86 名
　内　訳　福岡県内現職教員 10 名（小学校 4名，中学校 2名，高校 4名），
　　　　　福岡県外現職教員 2名（小学校 1名，支援学校 1名），
　　　　　教育行政担当者 5名，他大学教職員 12 名，他大学学生 3名，
　　　　　本学教職員 12 名，本学学生 1名，本学院生 38 名，
　　　　　その他 3名（私立小学校，教科書会社等）

２．研修会の内容について

　⑴　研修内容について　　　　　　　　　　　　　⑵　研修会全体について

３．ご意見・ご感想（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員

　●　森田先生のご講演，とてもわかりやすく，勉強になりました。学校にもどり，職員に伝えたい
です。昨年度まで小学校での現場　しかも，教科等ではどのように授業を行いどのような手立
てを行えばいじめはなくせるか，という課題にもとづいて研究が進められていましたが，本年
度は，中学校へ移り，しかも教科を限定しない，という条件で研究を進めていくという，大変
意義深さを感じました。今後の研究に注目しておきたいと考えます。

　●　「いじめ」「生徒指導」の定義というものを改めて考え直す機会になりました。小学校の学級担
任制という中から，教師個人の力量等の自己完結型の教職観に捉われていることに気が付きま
した。教師間の協力，組織での対応を念頭に置き，互いの個性を認めながら今後の指導に当た
りたいと思います。

　●　生徒指導について改めて考えることができた。「いじめ」を未然に防止するために，組織化の
重要性を感じた。

　●　実践発表は中学校での取組でしたが，高校でも近い内容ができないものかと考えながら聞かせ
ていただきました。そういう意味でとても参考になりました。

　●　いじめ防止の取組について，考えるよい機会となりました。
　福岡県外現職教員

　●　大変勉強になりました。役割演技については，随分検討されたのですね。次年度も可能ならば
参加させていただきたいと思っています。授業づくりの際の貴重なヒントをいただきました。
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　教育行政担当者

　●　役割演技について，興味深いものであった。観衆や傍観がいじめられる側につくだけでは，逆
にいじめる側が自分たちがいじめられているという気持ちになったという点。いじめをとめる
ことができる存在にならなければいけないのだというところまでつなげていく必要があると感
じました。

　他大学教職員

　●　附属中学校の実践を中心とした意見交換の時間をもう少し長く取っていただきたかった。充実
したディスカッションであった。

　●　森田先生の講話は，現場で働いている教員にとって，とてもエネルギーをもらえるものでした。
いじめ防止と考えるのではなく，子どもを守るためのものと考えるとまたちがった思いがわい
てきます。学校に帰り，新年度の準備も始まるので，とり入れられるものを実践していきたい
と思います。

　●　森田先生のお話は分かりやすかったです。福岡中の先生方の取組からは，聞いている最中は発
想には真新しさを感じなかったですが（役割演技という技法は大胆ですが），その後の大坪先
生のご説明で「特別な事はしないように」との事で合点がいきました。この取組こそ，一般の
学校で効果測定をされてほしいなと思いました。

　●　中学校実践の効果検証に期待しています。
　●　自己完結型の教職観の限界の打破に，具体的にどう取り組むかについて森田先生，福教大附属

中の先生方から，多くの御示唆をいただきました。ありがとうございました。
　他大学学生

　●　おもしろかった，来年も来たい。
　本学教職員

　●　森田先生の講演は，他でも何度も拝聴していつも有益である。今回は用意された資料全てに話
が及ばず残念だった。

　●　ご発表，及び資料等，学生の教育に還元できるご教示をいただきました。ありがとうございま
した。

　●　いじめ防止のために組織的対応・支援の大切さを知ることができた。チーム学校づくりを目指
すことの大切さを知ることができた。

　本学学生

　●　大学生の私でもわかりやすく，よく理解でき，よかったです。附中の実践について，すごいな
と思いました。

　本学院生

　●　いじめと聴くと学校だけの問題だと無意識に捉えてしまうが，社会全体での課題であり，心豊
かで安全・安心な社会をつくるための課題であるのだと再認識することができた。ありがとう
ございます。

　●　いじめ防止に関する最新の取り組み，解釈について学習でき，とても勉強になりました。
　●　いじめへの対応については，個人で対応するのではなく，組織で対応しなければならないとい

うことを，改めて学ぶことができたと思う。
　●　いじめについて，法の視点，学校現場の視点など多面的・多角的に考えることができ，たいへ

ん勉強になりました。自分が現場に出た時，どのような考えをもって，どのような指導をする
のかを考えることができました。

　●　いじめの構造や具体的な対策について考えることができた。
　●　学校内だけではなく，様々な学校の先生が集まり，いじめという大きな問題に対して考え研修
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会を受けるという機会はとても貴重だと感じました。外に出て，考え直すことが現場に出てか
らも，必要だと感じました。

　●　配布資料がわかりやすかったです。
　●　これまでいじめという行為を防止するため，起こった際の対策についてという考え方をしてい

た。いじめというものを教育の中で 1つ切り取り見ていたように思う。ただ，いじめへの対策
はいじめのみの対策ではなく，子どもの社会性，生きる力の育成の中でつながっていくものだ
と感じた。今後，より良い視野でいじめへの対策を考えていきたい。

　その他（私立小学校，教科書会社等）

　●　森田洋司先生の講演をきく機会は大変貴重なものであり，いじめ防止対策を改めて考える有意
義な機会であった。昨年の小学校に続き，中学校の事例を知ることもでき，良い内容であった。

　●　ありがとうございました。今日の研究を本校に持ち帰りより児童によりそった，いじめ対策に
役立てて参ります。対応でない対策＝教育

４．今後の取組についてのご要望（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員

　●　大変勉強になりました。このような機会を今後もつくっていただくようお願いします。
　●　いじめなどに負けない強い心を育てる取組など。
　教育行政担当者

　●　いじめを生まない授業づくりについて今後も研究を重ね広げていってほしい。
　●　今後も引き続き研修会の開催を希望します。
　他大学教職員

　●　取組というより，こちらの構えとして，授業参観もしてみたいです。
　●　継続して取組，来年度のご発表を楽しみに（期待）しています。
　他大学学生

　●　具体的な取組みをもっと知りたい。
　本学教職員

　●　継続して実施してもらいたい。教育現場で多くの研修の内容が情報共有されることが出来れば
と思います。

　●　福岡中の取り組みについては，実際の動画などを含めた発表であると，もっとおもしろかった
と思う。

　その他（私立小学校，教科書会社等）

　●　本来的には，より，教育行政や，現場教員の参加，さらには，附属だけではない，一般現場へ
取り組みが広がることを願います。

　●　いじめにおいて，加害，被害，共に個性の強い児童（特別支援等）の名前があがることが多い，
その際の対応。情報モラルにおけるいじめ防止。

　●　実践報告について，学校生活の指導全般における，いじめ防止の取り組みとは少しはなれてい
るように感じました。

　●　福岡中学校のいじめ相談の実情を「集団づくり，人間関係づくり」からいかに減少させるのか
を考えた学校・学級経営の仕方などが知れればと思います。
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平成30年度取組状況一覧

　BPプロジェクトでは，それぞれの大学の研究の特色を生かしつつ，次のような名称での取組とし
て集約され，次表に掲げる各事業を中心に行う。
　また，事業を円滑に行うため，実施組織として学長会議，代表者会議及び（担当者）協議会を設け，
状況に応じて協力機関・団体の同席を得て連携大学間で協議を行うとともに，４構成大学関係者を中
心に，いじめ問題に関わる教育・研究従事者を集めた勉強会を開催する。

○宮城教育大学：「宮教版いじめ防止等支援プロジェクト」
○上越教育大学：「いじめ等予防対策支援プロジェクト」
○鳴門教育大学：「いじめ防止支援プロジェクト」
○福岡教育大学：「いじめ根絶アクションプログラム」

事業分類 事業・取組 主幹大学

⑴　教育・研
究事業

①　学校でのいじめの予防教育の開発と普及 鳴門教育大学
福岡教育大学

②　教育委員会等が行ういじめ問題に関する教員研修プログラムの
開発 上越教育大学

③　特別支援教育といじめに関する研究 宮城教育大学
④　スクールカウンセラーの活用と育成 鳴門教育大学
⑤　いじめに関する事例等の分析 鳴門教育大学
⑥　いじめ問題・生徒指導に強い教員を養成・育成するカリキュラ
ムの開発（大学・大学院の授業改善） 上越教育大学

⑵　支援事業 ○　教育委員会・学校への各種支援
　（対策，研修，教育内容，個別ケース等） 各大学で実施

⑶　研修事業
　※全体事業

○　教育委員会研修担当者・教員等を対象にした研修会の実施
　※各大学が主催し全国４か所（宮城，新潟，徳島，福岡）で開催 各大学で実施

⑷　情報提供
事業
　※全体事業

①　いじめ防止関連情報をWeb で全国に発信
　※各大学が関係ページを作成しリンクさせて集約 鳴門教育大学

②　シンポジウムの開催（東京）
　※教育関係者，一般向け 鳴門教育大学
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平成30年度取組状況（全体事業のみ）

◆研修事業
　①第 66 回日本 PTA全国研究大会新潟大会　＜講師派遣＞
　　主　　催：公益社団法人日本 PTA全国協議会
　　　平成 30 年 8 月 24 日㈮～ 8月 25 日㈯，新潟県内において開催。
　　　＊ 8月 24 日㈮特別第 1分科会　会場：新発田市民文化会館
　　　　基調講演：「我が子のいじめに親としてどうかかわるか
　　　　　　　　　　　～「仲間」と「自立」をキーワードに～」
 鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿形恒秀
　　　　パネルディスカッション：「「いじめ」心の声に気付くには～見逃さないために出来ること～」
 コーディネーター　上越教育大学教授　高橋知己

　②BP（いじめ防止支援）プロジェクト平成 30 年度沖縄大会　
　　主催：鳴門教育大学
　　　　平成 30 年 9 月 1 日㈯，沖縄県那覇市において開催。沖縄県内外の教育関係者，一般等 80 名

が参加。入場無料。
　　　開会挨拶：鳴門教育大学長　山下一夫
　　　司会進行：鳴門教育大学准教授　池田誠喜
　　　講　　演：「いじめ防止対策の要点」
 鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿形恒秀
　　　シンポジウム：「沖縄におけるいじめ防止の取組について」
 コーディネーター　福岡教育大学教育総合研究所副所長・教授　大坪靖直
　　　閉会挨拶：鳴門教育大学長　山下一夫

　③平成 30 年度上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクト研修会 in 金沢
　　『いじめを考える－その実態と実践－』
　　主催：上越教育大学
　　　　平成 30 年 9 月 8 日㈯，石川県教育委員会との共催で，石川県教員総合研修センターにおい

て開催。石川県内外の教育関係者，一般等 82 名が参加。入場無料。
　　　開会挨拶：上越教育大学長　川崎直哉
　　　挨　　拶：石川県教育委員会学校指導課　課参事　源　義則
　　　事業説明：上越教育大学副学長　林　泰成
　　　司会進行：上越教育大学教授　稲垣応顕
　　　　　　　　上越教育大学准教授　村中智彦
　　　話題提供：「いじめ問題に対する石川県の取組」
 石川県教育委員会学校指導課主任指導主事　藤﨑勝治
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　　　　　　　　「小中学生のネット利用の現状と課題から」
 上越教育大学准教授　清水雅之
　　　　　　　　「保護者との協力関係を構築するために」
 上越教育大学准教授　山田智之
　　　　　　　　「子どもの “つながりたい ”思いに応えるために」
 上越教育大学准教授　留目宏美
　　　指定討論：金沢学院大学教授　多田孝志
　　　　　　　　金沢工業大学教授　白木みどり
　　　閉会挨拶：上越教育大学副学長　林　泰成
　
　④BP（いじめ防止支援）プロジェクト平成 30 年度徳島大会
　　主催：鳴門教育大学
　　　平成 30 年 10 月 27 日㈯，鳴門教育大学において開催。徳島県内の教育関係者，大学院生等 60
名が参加。入場無料。

　　　開会挨拶：鳴門教育大学長　山下一夫
　　　司会進行：鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿形恒秀
　　　講　　演：「しなやかな心の育成といじめ防止」鳴門教育大学准教授　池田誠喜
　　　取組紹介：「いじめ防止のための道徳教育の実践研究」
 洲本市立安乎小学校教諭　岡田康孝
　　　　　　　　「いじめ防止のための小学校道徳科授業実践」
 鳴門教育大学附属小学校教諭　斉藤想能美
　　　閉会挨拶：鳴門教育大学理事・副学長　佐古秀一
　
　⑤いじめ防止研修会
　　主催：宮城教育大学
　　　平成 30 年 12 月 1 日㈯，東北地区の教員養成を担う国立大学の連携組織「東北教職高度化プラッ
トフォーム」事業の一つとして，秋田大学との共催で秋田大学 60 周年記念ホールにおいて開催。
東北地区の教育委員会，学校関係者等145名が参加。入場無料。

　　　開会挨拶：宮城教育大学連携担当理事・副学長　岡　正明
　　　趣旨説明：鳴門教育大学准教授　池田誠喜
　　　基調講演：「いじめ問題に関する取組と現状」
 文部科学省児童生徒課生徒指導室長　松木秀彰　氏
　　　講演・演習：「いじめの様態と対応を考える」上越教育大学教授　高橋知己
　　　閉会挨拶：秋田大学教育文化学部長　佐藤修司

　⑥平成 30 年度福岡教育大学いじめ防止研修会
　　主催：福岡教育大学
　　　平成 31 年 3 月 2 日㈯，福岡教育大学において開催。福岡県内外の教育委員会，学校関係者等
138 名が参加。入場無料。
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　　　開会挨拶：福岡教育大学長　櫻井孝俊
　　　講　　演：「いじめ防止対策の在り方を改めて考える～総務省の勧告を受けて～」
 日本生徒指導学会会長・鳴門教育大学特任教授　森田洋司
　　　事業報告：福岡教育大学教育総合研究所副所長・教授　大坪靖直
　　　実践発表：「いじめを生まない授業づくり」
 福岡教育大学附属福岡中学校研究主任　姫島和久
 福岡教育大学附属福岡中学校研究副主任　西村紀彦
 福岡教育大学附属福岡中学校BPプロジェクト担当　久永美穂
　　　質疑応答：「いじめを生まない授業づくりについて」
 福岡教育大学教育総合研究所副所長・教授　大坪靖直
 福岡教育大学附属福岡中学校研究主任　姫島和久
 福岡教育大学附属福岡中学校研究副主任　西村紀彦
 福岡教育大学附属福岡中学校BPプロジェクト担当　久永美穂
　　　閉会挨拶：福岡教育大学理事・副学長　川添弘人

◆情報提供事業
　①専用web ページの構築
　　メインサーバー：鳴門教育大学
　　　連携各大学で関連ページを作成し，随時，専用ページにリンク。

　②BPプロジェクトいじめ防止支援シンポジウム
　　主催：宮城教育大学，上越教育大学，鳴門教育大学，福岡教育大学
　　　平成31年 2 月11日㈪，ステーションコンファレンス東京において開催。国内の教育関係者等
170 名が参加。入場無料。

　　　開会挨拶：鳴門教育大学長　山下一夫（取りまとめ大学）
　　　挨　　拶：宮城教育大学長　村松　隆，上越教育大学長　川崎直哉，
　　　　　　　　福岡教育大学長　櫻井孝俊
　　　来賓挨拶：文部科学省初等中等教育局長　永山賀久氏
　　　事業紹介：「各大学・地域におけるBPプロジェクトの展開」（座談会形式）
 宮城教育大学准教授　久保順也
 上越教育大学副学長　林　泰成
 鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿形恒秀
 福岡教育大学教授（教育総合研究所副所長）　大坪靖直
　　　基調講演：「性の多様性の理解と学校現場でのいじめの現状」　
 鳴門教育大学教授（兼　生徒指導支援センター所長）　葛西真記子
　　　取組紹介：「いじめ防止支援に係る他機関等の取組」
 公益社団法人日本 PTA全国協議会参与　佐藤秀行
 （東京都）町田市立つくし野中学校校長　天利公一
 （対談形式）（対談者　上越教育大学准教授　山田智之）

− 116 −



　　　講　　演：「いじめの総括～参加者との対話を通して～」
 日本生徒指導学会会長　森田洋司
 （鳴門教育大学特任教授）
　　　閉会挨拶：福岡教育大学長　櫻井孝俊
　　　司会進行：鳴門教育大学准教授　池田誠喜

　③BPプロジェクト事業成果報告書（A4版　白黒 2色刷）
　　　平成 30 年度の取組成果を社会に公表・周知

◆会議開催
　①第 1回学長・代表者会議及び第 1回協議会（合同開催／ウェブ会議）
　　　平成30年 5 月21日㈪　各大学所定会場
　②第 2回協議会（ウェブ会議）
　　　平成30年 9 月13日㈭　各大学所定会場
　③第 2回学長・代表者会議及び第 3回協議会（合同開催）
　　　平成31年 2 月10日㈰　TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター（東京都）

◆その他
　連携大学担当者間において意見交換を実施。
　①第 1回勉強会：平成30年 9 月 7 日㈮　石川県文教会館
　②第 2回勉強会：平成30年10月27日㈯　鳴門教育大学
　③第 3回勉強会：平成30年12月 1 日㈯　秋田大学
　④第 4回勉強会：平成31年 2 月10日㈰　TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター
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平成30年度BP（いじめ防止支援）プロジェクト実施要項

 平成 30 年 5 月 21 日

１．趣　旨

　我が国のいじめ問題の根本的な克服に寄与するため，平成 27 年度に 4教育大学の協働参加でスター
トした「いじめ防止支援プロジェクト（BPプロジェクト（※））」は，平成 30 年度で 4年を迎える。
ここまで文部科学省，国立教育政策研究所，公益社団法人日本 PTA全国協議会等，各機関や地域の
教育委員会の協力を得て，国内各地で教育委員会担当者及び学校教員等を対象に講演や研修会，シン
ポジウムなどを行い，同問題の防止・支援に対する国内屈指のプロジェクトとして着実に歩んできた。
　平成 30 年度は，これまで進めてきた現代事情に即した対策の強化や，ネットワーク間の連携協力
の充実に努め，全国的な取組を積極的に支援するほか，教員養成・研修や教育活動等に更により一歩
進んだ支援を実現するために，各大学が独自に学部・大学院授業や教員免許状更新講習で活かしてき
た実績・成果を集約し，各々の特色を持つ連携 4大学と協力機関が連携協力した教員研修プログラム
や新たな授業内容の構築等に向けて検討を行う。
　本プロジェクトは事業終了年度までに順次，成果や具体的な研修コンテンツ等を全国に発信・普及
し，学校現場で深刻な課題となり続けているいじめの防止に向けた地域に根差した教員養成・研修の
充実と支援を全国に拡大する。
 ※ BP（Bullying Prevention：いじめ防止）

２．構成大学

　　宮城教育大学
　　上越教育大学
　　鳴門教育大学（世話機関　事務局：いじめ防止支援機構（BP-CORE））
　　福岡教育大学

３．協力団体

　　国立教育政策研究所
　　日本生徒指導学会
　　公益社団法人日本 PTA全国協議会
　　各地の教育委員会等

４．事　業

　　プロジェクトは，個々の大学の特色を生かし，次のような事業を連携・協力して行う。
　⑴　支援事業
　　①　教育委員会のいじめ防止対策支援（法に基づいた教育委員会会議への参画等）
　　②　教育委員会の研修支援（講師の派遣，研修内容のアドバイス等）
　　③　学校へのいじめ予防に関する教育支援（予防に効果的な授業等の紹介）
　　④　重大事態など個別ケース相談支援
　　⑤　子供の自己信頼心や社会性向上教育支援（いじめの背景にある現代的な子供の特性に対応し
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た効果的な教育の紹介）

　⑵　教育・研究事業
　　①　いじめ問題に強い教員養成システム開発（大学・大学院の授業改善）
　　②　いじめ関係研修プログラム開発（教育委員会等が行う効果的な教員研修プログラムのコンテ

ンツを収集し，提供する。）
　　③　いじめ予防・対処・研修関連情報をWeb で全国に発信（学校が行う効果的な予防的教育の

事例，事件が発生した際の教育や対処の事例等を収集し，Web 等で広く提供する。）
　　④　シンポジウムの開催（教育研究の成果は，下記（3）の研修内容も含め，シンポジウムを年

1回開催し共有する。）
　　⑤　本プロジェクトを実施する 4構成大学関係者を中心に，いじめ問題に関わる教育・研究従事

者を集めた勉強会を年 1回以上開催する。

　⑶　研修事業
　　①　教育委員会研修担当者・教員等への研修（いじめ問題関係の教育委員会研修担当者や学校教

員等を対象とした研修会）を全国 4か所（宮城，新潟，徳島，福岡）を起点として開催予定。

５．実施組織

　　本プロジェクトの実施に当たっては，次の会議を開催する。会議には協力団体に同席を依頼する
ことがある。また，必要に応じて，インターネット回線を利用したWeb 会議を開催する。

　⑴　学長会議
　　・本事業の実施要項等，重要事項について決定，合意等を行う。
　⑵　代表者会議
　　・本事業の実施計画の立案を行う。
　　・本事業の費用配分について協議を行い決定する。

　⑶　協議会
　　・本事業の個別事業について企画・立案及び実施を行う。
　　・必要に応じて専門部会を置くことができる。

　⑷　勉強会
　　・4構成大学の研究者による情報交換・ディスカッションを行う。

各大学の担当理事，局長，部課長及びセンター長等
議長：鳴門教育大学いじめ防止支援機構長

各大学の企画担当代表教職員 2～ 3名
議長：開催大学

各大学の研究者・担当者等
議長：開催大学
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６．スケジュール

　　平成 30 年 5 月　第 1回学長会議・代表者会議・協議会（Web 会議）
　　　　　～ 12 月　各大学で教育委員会研修担当者・教員等を対象とした研修会等を実施
　　　　　　　　　 必要に応じて学長会議，代表者会議，協議会及び勉強会を開催
　　平成 31 年 2 月　シンポジウム（東京）　
　　　　　　　　　 学長会議・代表者会議・協議会・勉強会セット開催
　　　　　　 3月　印刷物「事業まとめ（仮称）」作成

７．予　算

　・平成 30 年度文部科学省機能強化経費（鳴門教育大学からの配分経費）
　・各大学において本プロジェクト用として設けた年度予算

８．事　務

　本事業の主たる事務は，鳴門教育大学いじめ防止支援機構（BP-CORE）が行う。
　なお，各地区で行われる研修会等の事務については，各大学が行う。

参　考
○いじめ防止対策推進法（抄）
（基本理念）
第3条　いじめの防止等のための対策は，いじめが全ての児童等に関係する問題であることに鑑み，
児童等が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう，学校の内外を問わずいじめ
が行われなくなるようにすることを旨として行われなければならない。
2　いじめの防止等のための対策は，全ての児童等がいじめを行わず，及び他の児童等に対して行
われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにするため，いじめが児童等の心
身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童等の理解を深めることを旨として行われな
ければならない。
3　いじめの防止等のための対策は，いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護することが特に
重要であることを認識しつつ，国，地方公共団体，学校，地域住民，家庭その他の関係者の連
携の下，いじめの問題を克服することを目指して行われなければならない。

（いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上）
第 18 条　国及び地方公共団体は，いじめを受けた児童等又はその保護者に対する支援，いじめを
行った児童等に対する指導又はその保護者に対する助言その他のいじめの防止等のための対策
が専門的知識に基づき適切に行われるよう，教員の養成及び研修の充実を通じた教員の資質の
向上，生徒指導に係る体制等の充実のための教諭，養護教諭その他の教員の配置，心理，福祉等
に関する専門的知識を有する者であっていじめの防止を含む教育相談に応じるものの確保，い
じめへの対処に関し助言を行うために学校の求めに応じて派遣される者の確保等必要な措置を
講ずるものとする。
2　学校の設置者及びその設置する学校は，当該学校の教職員に対し，いじめの防止等のための対
策に関する研修の実施その他のいじめの防止等のための対策に関する資質の向上に必要な措置
を計画的に行わなければならない。
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